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令和８年４月２８日(火) 

栃木市都賀総合支所 ２階　大会議室 

 

 

都賀地域まちづくりセンター 



別記様式 
会　議　録 

 会議の名称 令和８年度第１回　都賀地域会議

 開催日時 令和８年４月２８日（火）１９時００分　開会　２０時３４分　閉会

 開催場所 都賀総合支所２階大会議室

 出席者氏名 別紙１のとおり

 欠席者氏名 別紙１のとおり

 事務局職員職氏名 別紙１のとおり

 その他出席者等 別紙１のとおり

 会議事項 別紙２のとおり

 会議の公開又は 
非公開の別

公開

 傍聴人の数 ０人

 その他必要事項

 会議の経過

 発言者 議題・発言内容・決定事項

  
 
 
 

会長 
 
 

 
 
 
 
 
 

会長 
事務局 
会長 

 
 
 
 

会長 
事務局 

 
 

１　開会 
１９時００分事務局より開会を宣言。 

 
２　あいさつ 
辻原会長より挨拶。 

　 
３　委嘱状交付式 
　委嘱状交付式を執り行う。 
 
４　委員及び事務局自己紹介 
　委員及び事務局より自己紹介を行う。 
 
５　議事 
　本日の出席人数について事務局に報告を求める。 
　都賀地域会議委員総数１４名中１３名出席と報告。 
　地域づくり推進条例第９条第２項の要件を満たすため、本会議の成立を宣言す

る。 
 
(１)地域予算提案制度の検討について 

〈説明〉 

　事務局に説明を求める。 

　資料に基づいて説明。 

令和９年度実施分の地域予算提案事業について、都賀地域交通事故防止対策事

業（スケアードストレイト方式による交通安全教室）は毎年継続することで決定
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している。 

新規事業として、大柿コミュニティセンターの体験学習館のエアコン、ウッド

デッキ、給湯器等の改修工事を検討。 

大柿コミュニティセンター体験学習館改修事業はハード事業となるが、提案事

業制度の見直しにより、ソフト事業を絡めなければならない。以前からの会議で

も話が出ていたが、新たなソフト事業を展開するのが難しいとのことであり、既

存の実施事業で対応できないか検討が必要。 

また、以前意見があったふれあいの森及び野鳥の森の雑草繁茂や、経年劣化に

よる階段部分等の一部破損に伴う修繕について、所管課である農林整備課林務係

に現状を確認したため報告。 

ふれあいの森については、国の事業である森林山村多面的機能発揮対策事業と

して「富張里山守る会」に委託している。刈払いが主な作業であるため、エリア

や時期について要望を伝えることは可能。木製階段の修繕については、林務係の

予算内で執行しているところである。 

野鳥の森については、民間企業と森林整備に関する協定を締結しているため、

市では刈払い等の作業は行っていない。 

 

〈質問・意見〉 

委員に質問・意見を求める。 

大柿コミュニティセンターの改修見積りについては、物価高騰や社会情勢によ

り今後増額になるかと思われる。なるべく予算は抑えたいところ。 

昨年、民生委員の福祉部会で大柿コミュニティセンターを利用したが、老朽化

がかなり進行しており危険を感じた。修繕は必要かと思われる。 

現時点で利用者がどれくらいいるか。単発事業で予算を執行する場合は、その

必要性が求められるのでないか。 

令和６年度８４回利用で延１，６５３人、令和５年度１２４回利用で延２，６

４０人、令和４年度２４０回利用で延３，５２８人であった。 

育む会、町子連やボーイスカウト等で体験学習、研修や宿泊で利用していたと

思われるが、現在の利用状況はどうか。 

以前は宿泊もしていたが、旅館業法や消防法などの観点から適さないとのこと

で、建物内での宿泊は取りやめとなった。 

現在も危険のない範囲で体験学習等行っているが、改修されればより良い利用

が出来るかと思われる。 

色々な団体で日中は建物内を大いに利用しているため、危険箇所や故障してい

るとこは整備した方が良い。 

バリアフリーも検討する箇所があるようだが、どこの箇所か。 

体験学習館と旧校舎の間を検討している。 

（現場確認したところ、現在は木製階段が老朽化により破損。利用禁止となっ

ており通れない状況である。） 

体験学習館の西側入口について、車椅子を利用する際に非常に入りづらい。入

口の改修やスロープを設置することは可能か。入口の引き戸部分に段差があるの
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と、入ってすぐの玄関に段差があり、出入りが困難である。 

入口の構造上、サッシに段差を設けて雨水が入らないようになっているかもし

れない。スロープ設置は急こう配になる恐れがある。車椅子利用時に木製の段差

を設けて、その都度スロープを設置し利用することは可能だと思われる。 

令和９年度実施分に取り入れるのは難しいかもしれないが、今後の懸案事項と

して、スロープ設置やバリアフリー化の見積等を徴する。 

事業計画書の今後の取り組みについて、バリアフリー化やユニバーサルデザイ

ン等を検討しているのも一つではないか。 

　前にも話が出てたが、過去に宿泊していた経緯がある。今は何故宿泊できない

のか。設備が充実しているため宿泊したい利用者はいるだろう。 

法律上、宿泊可能な施設ではないため、施設内での宿泊は不可としている。以

前の宿泊利用が適していなかった。改めて経緯を確認する。 

 

〈質問・意見〉 

委員に質問・意見を求める。 

質問・意見なし。 

以上で本日の議題はすべて終了したため、進行を事務局に移す。 
 
７　その他 
（１）令和８年度都賀地域会議 年間開催予定及び部会について 
　令和８年度都賀地域会議年間開催スケジュールについて、第４火曜１９時か

らで決定。次回は、令和８年５月２６日（火）１９時より都賀総合支所２階大

会議室にて開催予定。 
 
〈質問・意見〉 
　委員に質問・意見を求める。 
質問・意見なし。 

 
８　閉会 
以上で本日の会議は終了とする。 
 

──閉会── 
 



別紙１　出席者及び事務局 
 
出席者（委員） 

会　長　辻原　正信 

副会長　山本　文彦 

委　員　茅島　淳二 

委　員　蒔田　忠夫 

委　員　篠原　義雄 

委　員　大森　明美 

委　員　郡司　敦 

委　員　直井　茂 

委　員　相田　美由紀 

委　員　狐塚　和義 

委　員　大橋　智 

委　員　大山　和昭 

委　員　田島　富美子 

 

 

欠席者（委員） 

　委　員　青木　民夫 

 

 

事務局 

島田　和行　　（都賀地域まちづくりセンター所長） 

出井　利幸　　（都賀地域まちづくりセンター課長補佐） 

大竹　英喜　　（都賀地域まちづくりセンター主査） 

 

 

その他出席者 

なし 

 

 



別紙２　会議事項 

 

１　開　会 

２　あいさつ 

３　委嘱状交付式 

４　委員及び事務局自己紹介 

５　議　事 

　（１）地域予算提案制度の検討について 

６　その他 

（１）令和８年度都賀地域会議 年間開催予定及び部会について 

第２回　令和８年５月２６日（火）午後７時～　都賀総合支所　大会議室 

７　閉　会 

 

配付資料一覧 

令和８年度第１回都賀地域会議次第 

資料①　令和９年度実施分栃木市地域予算事業計画書（案） 

資料②　令和８・９年度地域予算提案限度額及び提案事業について 

資料③　大柿コミュニティセンター図面 

資料④　令和８年度都賀地域会議開催予定表及び部会 

資料⑤　令和８年度各種委員等選出状況一覧 

資料⑥　「知事と語ろう！とちぎ元気フォーラム in 栃木」の開催について


